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１．はじめに

　オリンピック大会，パラリンピック大会をはじめ
とする国際スポーツイベントは，日々世界のどこか
で開催されている。１年を通しても様々な競技種目
の国際大会が開催され，様々な立場で日本代表選手
が参加活躍している。多くの日本代表選手の活躍の
裏側には多くのサポートスタッフの存在があり，メ
ディカルサポートスタッフ（トレーナー）もその一
員であり，日々選手の近くでトレーニングやコン
ディショニング等をサポートしている。日本スポー
ツ協会におけるアスレティックトレーナーの定義は，
「スポーツドクターやコーチらと緊密に協力しなが
ら，選手の安全・健康管理，スポーツ外傷・障害の
予防，救急対応，アスレティックリハビリテーショ
ンおよび体力トレーニング，コンディショニングな
どにあたる１）」となっており，スポーツ選手のト
レーニング＆コンディショニングにおける役割が主
となっている。このように，トレーナーが現場で
行っている業務は多岐に亘っていると共に，様々な
サポートスタッフと協同しながら業務を遂行してい
る。
　私は，2016年から日本車いすテニス協会のトレー
ナー部の一員として，多くの選手サポートに従事し
てきている。これまで，東京2020パラリンピック競
技大会や世界国別対抗戦，全豪オープン，全仏オー
プンをはじめ，世界各国で行われている車いすテニ
ス競技大会にトレーナーとして帯同してきた。私が
パラスポーツに関わるトレーナーとして注意してい

ることは，選手が様々な障がいを来しており，同じ
疾患であっても各選手の残存機能が違うので，個々
の対応が求められるということである。トレーナー
は，各選手の障がいレベルを把握した上で，各選手
の残存機能を最大限に活用し，競技力をさらに高め
ていくサポートが必要となる。
　今回はパリ2024パラリンピック競技大会（以下，
パリパラ大会）を通して，国際大会でのトレーナー
活動の実際に触れ，選手サポートの方法や注意点に
ついて報告する。

２． トレーナーとしての国際大会に向けての事
前準備

　各国際大会にトレーナーとして帯同する際は，常
時携帯することとなるトレーナー備品の準備を怠ら
ないようにしている。トレーナー備品にはさまざま
あるが，トレーナーバッグや治療用ベッド，物療機
器，トレーニング用備品，選手用の補食類があげら
れる。
　トレーナーバッグ内には，各種テーピングや衛生
用品など試合前後で使用する物品から唐突に必要と
なる物品まで，試合中や練習中の怪我への対応から
選手の体調不良への対応まで，応急処置対応ができ
るように物品を準備するようにしている。
　物療機器に関しては，競技団体（日本車いすテニ
ス協会）が所有している超音波やフィジオアクティ
ブ，エスパージなどを準備する。国際大会に出場し
ている選手の多くが，何かしらの怪我や体調面に不
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安を抱えており，治療中であるが大会に出場してい
る場合もある。このように，大会期間中に選手の状
態に合わせて，物療機器を使用する場面が多くある
のも理解しておく必要がある。また，物療機器を準
備する際は，航空輸送することを念頭に置き，機器
のパッケージなど細心の注意を払い準備する必要性
がある。
　トレーニング備品は，メディシンボールやバラン
スボール，各種チューブ，TRX，トレーニングマッ
ト，マーカーなどを準備し，大会期間中でも選手の
コンディショニング調整を目的に行う各種トレーニ
ングに対応するようにしている。このトレーニング
には，コート内で行うチェアワーク・トレーニング
やコート外で行うフィジカル・トレーニングなど，
各選手の要望や状態に合わせて選手やコーチとコ
ミュニケーションを図りながらトレーニングメ
ニューを組んでいる。
　選手用補食について，海外で開催される国際大会
では開催国の食文化に適さない選手もいる。また，
１試合の時間は１～２時間の競技となり，長い場合
は３時間近くの競技となることもある。そして，大
会期間中はシングルスとダブルスが同時進行するた
め，１日に２試合行うことも多くなる。そのため，
選手は試合間にエネルギーを補填する目的で補食を
多く活用している。

３．パリパラ大会での活動

１）パリパラ大会について
　今大会は，2024年８月28日～９月８日にかけてフ
ランス・パリで開催されたパラリンピック競技大会
である。パリパラ大会は，世界で最も優れたパラリ
ンピック選手4,400人が参加し，22競技が実施され
た２）。その中で車いすテニス競技は８月30日～９月
７日までの９日間の戦いとなった。パリパラ大会で
の日本選手団のメダル獲得数は，金メダル14個，銀
メダル10個，銅メダル17個であった２）。その内，車
いすテニス競技ではシングルスで金メダル２個，ダ
ブルスで金メダル１個・銀メダル１個の結果であっ
た。

２）事前合宿での活動
　パリパラ大会に向け日本車いすテニス協会では，
男子チームを国立スポーツ科学センターにて，女子

チームをフランスの南の地区にあるアグド市内のア
グドインターナショナルテニスセンターにて事前合
宿を行うこととした。この事前合宿の目的は，赤土
といわれるクレイコートや大会で使用されるボール
に慣れること，ダブルスペアでの様々なコンビネー
ションを確認することであった。
　今回の合宿には，女子選手が４名とナショナル
コーチ１名，トレーナー２名，その他スタッフ２名，
そして各選手のパーソナルコーチ４名が参加した。
合宿期間は８日間で，９時から17時までコート上で
の練習からトレーニングジムでのストレングス＆コ
ンディショニングトレーニングを実施した。この中
でトレーナーの役割としては，日々の選手の体調管
理である。練習前後には毎回，体調面での不調や不
安等が無いか確認しスタッフ間で情報共有を行う。
そして，通常の合宿と同じように練習開始前に
ウォーミングアップの補助やコート周辺の備品準備
から始まり，選手のコンディションチェック，ト
レーニング指導を実施する。加えて，必要に応じて
各選手の練習後のケアを行う。しかし，この合宿で
通常と大きく違う点は，合宿後直ちにパリパラ大会
が待っていることである。要するに，選手のピーキ
ングを図ることもトレーナー業務に追加された。ま
た，海外での合宿ということから事前準備もいつも
以上に入念に行う必要があった。例えば，合宿所周
辺に病院は何 km離れた場所にあるのか，食料品等
を購入できるスーパーの存在などの環境調査を行っ
ておく必要がある。さらに，気温や湿度などの天候
も確認し，選手やスタッフに伝達する必要がある。
　今回の合宿では，目的の一つである「ダブルスペ
アのコンビネーション確認」に重点を置き実施でき
た。途中，体調不良を訴える選手もいましたが，大
きな怪我等もなく終えることができ，本番であるパ
リパラ大会に繋がる良い合宿となった。

３）大会期間中の活動
　今回のパリパラ大会における私の役割は，選手村
外でのサポート事業でした。選手村外スタッフの活
動は多岐にわたりますが，その中でも私は選手村の
近くに設置された JSC（Japan Sport Council：日本
スポーツ振興センター）サポート拠点での日本代表
選手のサポート活動が主となりました。JSC サポー
ト拠点とは，オリンピック・パラリンピック競技大
会などの国際総合競技大会において，アスリート，
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コーチ，スタッフが競技へ向けた最終準備を行うた
め，「選手村」付近の施設を活用し，医・科学，情
報等に基づくコンディショニングやトレーニングな
どのサポート機能を提供する施設のことである３）。
このサポート拠点では，ストレングス＆コンディ
ショニングなど様々な要望に対応できるトレーニン
グ環境が整っている。また，アイスバスや渦流浴，
低周波，超音波などの各種物療機器も整っており，
トレーナーが選手のケアを行うために必要な備品が
揃っている。そして，選手にとって安心・安全で，
かつ効率的・効果的にコンディショニング・リカバ
リーへ繋げるための日本食や補食および栄養情報が
提供されている（図１）。このように，国際大会の
多くが海外での試合なのでアウェイではあるものの，
ホームゲームに近い環境を整備することでより高い
パフォーマンスを発揮することが可能になると考え
られる４）。大きな国際大会では，国やNF（National 
Federations：中央競技団体）が良好に連携し，選
手サポートの体制整備や強化に尽力している。
　今大会の私の活動は，９時から21時まで JSC サ
ポート拠点と車いすテニス競技が行われる会場
（Roland Garros）を往来し，選手サポート・ケア，
スタッフのサポートと幅広く行ってきた。また，21
時以降はスタッフ間のミーティングや翌日の準備な
どの時間となり，常に各選手やスタッフが最高のパ
フォーマンスを発揮できるように準備に細心の注意

を払っていた。しかし，どんなに細心の注意を払っ
て準備していても，予期せぬトラブル等は起きてし
まう。今回，選手村内外のスタッフ全員が迅速なコ
ミュニケーションを図り，トラブル対応することで
大きなインシデントとなることを防げた。我々サ
ポートスタッフは，選手が競技に集中し最高のパ
フォーマンスが発揮できる環境を作ることが重要な
役割となる。今大会，選手は最高のパフォーマンス
を発揮し，多くのメダル獲得につなげてくれた。日
本代表選手が勝利する瞬間は，トレーナーとしてこ
の上ない喜びを感じ，一生の思い出となった（図２）。
　さて，トレーナー業務は，選手のストレングス＆
コンディショニングをサポートする活動が主となる
が，実際の現場での活動は多岐にわたり，多くの
方々と協同して日々活動していく必要がある。そし
て，パリパラ大会でも特有の大会ルールがあり，そ
のルールの範囲内できめ細かな対応が要求される。
このルール内での活動を遵守する理由の一つに，日
本代表チームの一員であるという気概を決して忘れ
てはいけないと思っている。トレーナーは選手をサ
ポートする立場であり，目立つ存在ではないが，常
に私の言動は模範的であるか自問自答しながら活動
している。今大会期間中も多くの方々からアドバイ
スをいただき，自分自身のトレーナーとしての成長
につながる大会でもあった。

図１．JSCサポート拠点内のトレーニングゾーン
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４．まとめ

　このパリパラ大会では，事前合宿から本大会に至
るまで，多くの方々と時を共にし様々な面でお世話
になった。時には他競技のスタッフとの交流や情報
交換を行うことで，トレーナーとしての心構えなど
を再確認する機会も得られた。そして，車いすテニ
ス競技の日本代表選手がとても素晴らしい結果を出
してくれ，何事にも変えがたい感動を与えてくれた。
金メダルの瞬間，コートサイドから応援しており，
歓喜した瞬間は一生の思い出となった。この経験は
現場でトレーナー活動を行う特権の一つだと思って
いる。このパリパラ大会で経験したことや学んだこ
とを後輩達，学生達に伝えて行きたいと思う。
　最後に，パリパラ大会の結果は以下の通りである
（メダル獲得者のみ記載）。
 ・男子シングルス ･･･ 金メダル（小田凱人 選手）
 ・女子シングルス ･･･ 金メダル（上地結衣 選手）
 ・男子ダブルス ･･･ 　銀メダル
　　　　　　　　　　（小田凱人・三木拓也 選手）
 ・女子ダブルス ･･･ 　金メダル
　　　　　　　　　　（上地結衣・田中愛美 選手）
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図２．女子シングルス決勝 - 上地選手の金メダルに沸く大会会場


